
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価
　　　　　　　　　成果と課題
　　アンケートはA・Bを合わせて良い、
　　　C・Dを合わせて良くないとして集計しています

改善策 学校関係者の評価

・めあてを提示し、ふりかえりで理
解を確認しながら授業を進める。

・児童アンケートにおいて「授業はわかり
やすく楽しい」との回答が90％以上

・児童アンケートの結果が９０％となった。授業を日々工
夫しながら計画的に進めている。

・継続して授業研究、授業改善をすす
めていく。

・宿題や課題を最後までやらせる
ように支援をする。
・家庭学習の習慣（目標時間）をつ
けるため、内容を各学年で精査す
る。

・児童アンケート①「家で低学年は３０
分、中学年は60分、高学年は90分以上
学習している」で７０％以上、②「宿題や
課題をきちんとやりきっている」で90％以
上
・職員アンケート「時間に見合う課題を与
えている」の回答が90％以上

・児童アンケートの結果①は６２％、②９１％。
教職員アンケートの結果は７９％である。
家庭での学習時間を達成するための課題について対策
が必要。

・家庭学習の内容に自主学習を入れ
る。
・３年生から自主学習を取り入れる。

・学級文庫の充実。
・学年だよりや図書だより等、掲示
や配布物で呼びかける。
・図書委員による図書イベントの企
画をする。
・朝読書の実施（15分×３回）

・児童アンケート「家や学校（図書・朝学
習など）で読書をしている」の回答が８
５％以上
・保護者アンケート「子どもは家庭で読書
をしている」の回答が50％以上

・児童アンケート結果８３％、保護者アンケート結果４
１％である。
タブレットを活用した読書ができるようになり、昨年度の
結果（児童５７％、保護者３７％）より向上している。しか
し、朝学習での読書の徹底、家庭での読書推進が必
要。

・タブレットを活用した読書も含め、学
年だよりや図書だより等、掲示や配布
物で呼びかける。
・継続して図書ボランティアや図書イ
ベントの企画を実施する。

・家庭・地域と連携をして『町の先
生』を活用する。
・地域、保護者と連携した土曜寺
子屋を実施する。

・地域、企業などの人材を活用する。
・土曜寺子屋を実施し、学習習慣の定着
を図る。

・地域の方の協力、企業などの出張授業を活用しながら
進めることができた。
・児童が参加し学習を進めることができた。

・継続して地域とや企業とのつながり
を大事にし、体験型授業の工夫を
行っていく。

・ICT機器やタブレットを活用してわ
かる授業を実施し、学習に対する
興味・関心を喚起する。
・情報モラルの授業を各学年で実
施する。

・職員アンケート「ICT機器やタブレットを
活用してわかる授業を実施し、学習に対
する興味・関心を喚起する」90％以上
・各学期に１回情報モラルの授業を実施
する。

・職員アンケートの結果が８９％である。
・各学期に１回情報モラルの授業を実施できた。今後は
系統立てた授業計画が必要。

・スクールタクトの新機能の紹介や授
業におけるアプリの紹介を行い、ICT
機器の推進を進めていく。

・外国語活動や英語教育を充実を
目指す。

・活動を中心とした外国語活動を実施し
て、児童に興味・関心を持たせる。
・児童アンケート「英語の授業を通して、
日本との違いに気付くことができた。」の
回答が7０％以上

・児童アンケートの結果が９４％であり、活動を通して外
国語・英語についての興味・関心が向上してきている。

・今後も活動を中心とした外国語活動
を実施し、興味関心を引き出してい
く。

・各教科で効果的にICT、タブレット
を活用する。

・児童アンケートにおいて「先生は、教え
方にいろいろと工夫している」との回答が
９０％以上

・児童アンケートの結果が９５％であり、ICT、タブレット
の活用が定着してきている。

・ICT機器をうまく活用しながら、効果
的な指導を進めていく。

・児童を理解し、指導の徹底を図
る。

・生活指導、人権、特別支援の研修会を
実施する。
・職員アンケート「児童を理解し、指導の
徹底を図る」８０％以上

・職員アンケート結果が９６％であり、研修会も計画的に
実施できた。

・研修会だけではなく、日々の職員全
体での共有も大切にし、児童理解、
指導の徹底を進めていく。

・自分からあいさつができるよう、
日々の生活の中で指導を進める。

・児童アンケート「じぶんから すすんであ
いさつをしている」８５％以上

・児童アンケート結果が８４％である。自分からの挨拶
習慣についてはより高みを求めていきたい。

・学級力アンケートを実施し、あいさつ
に対する意識づけを行っていく。委員
会のあいさつ運動も継続していく。

・道徳や日々の授業・学級指導の
の中で、自分を大切にすることや、
他の人への思いやりについて考え
させる。

・児童アンケートにおいて、「自分を大切
にすることや、他の人への思いやりにつ
いて学んでいる」の回答が90％以上

・児童アンケート結果が９２％であり、日々の授業や生
活の中で、丁寧に指導を進めることができている。

・継続して、日々の授業や学校生活
において、自分を大切にすることや、
他の人への思いやりについて考える
機会を持てるよう指導していく。

・いじめアンケート調査を年2回実
施する。

・児童アンケートにおいて「学校へ行くの
が楽しい」との回答が80％以上

・児童アンケート結果が８４％である。
・いじめアンケートを実施し、問題の早期発見、対応、解
決を行うことができた。

・学級力アンケートを実施し、楽しくな
い原因を明確にして手立てをうつ。
日々の授業を楽しく、学級が安心基
地となるような学級経営を進めてい
く。

・不登校児童の情報を全職員で共
有する。

・不登校対策委員会やケース会議を必
要に応じて実施する。
・毎月の生徒指導部会で情報交換をし職
員で共有する。

・不登校対策委員会や、ケース会議など関係機関と連
携しながら、個別の事情に応じて対応してきた。
・今後、別室登校の整備や体制作りも進めていくことが
必要。

・部会や学年での情報共有を徹底し
ていく。不登校児童の情報についてア
ンテナをはる。
・別室登校の支援体制を整備してい
く。

・家庭で、ゲームやスマホ等の使
用のルール作りをする。

・年度初めや、長期休み前にはゲームや
スマホなどSNSの使い方のルールを家
庭に啓発する。
・情報モラル教育を、学期に１回各学年
で設定する。

・日々の指導や、保護者への啓発などを発達段階に応
じて指導できた。
・情報モラル教育は、学期に１回各学年で設定し指導で
きた。

・今後も児童・保護者へ啓発を続けて
いく。

・年間カリキュラムで2024ver運動
プログラムを設定し、授業で取り入
れる。
　
・業間遊びを計画的に取り入れ
る。

・教職員アンケートにおいて「学年に応じ
た運動プログラムを実施している」との回
答が90％以上になる。
・委員会活動を中心とした、業間活動を
年に1回以上行う。

・教職員アンケート結果は７２％である。今後、運動プロ
グラムの周知徹底、内容改善が必要。
・委員会を中心に、業間休みの運動遊びプログラムを計
画することができた。

・運動プログラムについて、周知徹底
を行い、内容を見直していく。
・学校全体で長縄に取り組み、体力
の向上を目指す。

・健康な生活習慣について、保健
だよりや児童保健委員会活動を通
して知らせる。

・児童が自分の生活をふり返り、望まし
い生活習慣について考えることができ
る。

・生活習慣について、便りや長期休業前の指導などで
考える機会を持たせた。

・生活習慣について指導したことを通
信などで周知する。
・学級力アンケートを実施し、生活習
慣を見直すきっかけを作る。

・食育を給食の時間や授業におい
て推進する。
・朝ご飯の大切さについて、学級
指導を進めていく。
・低学年への給食指導を実施す
る。

・児童アンケートの「毎日、朝ごはんを食
べている」の回答が９5％以上になる。
・保護者アンケート「食習慣を身につけさ
せている」９６％
・栄養教諭による給食指導を行う。

・児童アンケート結果が９１％、保護者アンケート結果９
６％。
・今後、さらに日々の給食で、食への興味関心を広げさ
せることが必要。
・企業や関係機関と協力して食の指導を行うことができ
た。

・一口メモを掲示、活用することによ
り、児童が食に関する様々な情報に
触れる機会を増やし、関心を高める。
・給食委員会で考えた目標に沿って、
活動する。（給食前の献立放送、掲示
物の工夫）

・キャリアパスポートを実施する。
・各教科や日常生活で、児童に自
分自身についての理解を深めさせ
る。

・年に2回キャリアパスポートの記入を実
施する。
・職員アンケート「各教科や日常生活の
中で児童が自分自身についての理解を
深められるように指導している」８０％以
上

・教職員アンケート結果は８３％である。
キャリア教育を推進するための施策について具体的に
考えていくことが必要。

・各学年、年に１回以上出前授業に取り組
む。

・SC・SSWを活用して支援体制を
整える。
・関係機関と密に連絡を取り相談
する。

・支援を必要とする児童の把握と関係機
関への支援体制を整える。
・ケース会議や校内委員会を必用におう
じて実施。

・不登校対策やケース会議など、個々の事案に応じて
連携し、校内での居場所作り・支援体制について進めて
いる。

・継続して、関係機関と連携をとって
児童の支援・指導へつなげていく。

・発達検査や診断を受けた児童を
中心にサポートファイルを作成す
る。

・サポートファイル、個別の支援計画等
の作成および書類の整頓。

・サポートファイルの作成を行い、前期・後期ごとに個別
の計画や成果を記録した。

・必要に応じてケース会議をもち
適切な対応や支援をする。

・校内研修を年に２回以上行う。 ・校内研修で年に2回全職員で研修会を持つことができ
た。巡回相談などを活用し、適切な支援を試みることが
できている。

・校内研修として、授業研究を行
う。

・学年ごとに年間１本授業を公開する。 ・学年ごとに１本、年間８本の研究授業を実施すること
ができた。

・他校の研究会に一人一回以上
参加できる体制を整える。

・職員アンケート「他校の研究会に一人
一回以上参加する」100％

・職員アンケートで９３％。研究推進から啓発し、他校の
研究会に積極的に参加している。

・学校だよりを発行し、地域にも配
布する。
・ホームページにより学校の情報
を積極的に発信する。

・学校だよりを月１回以上発行、HPを可
能な限り日々更新する。
・保護者アンケートの「学校は、学校・学
年だよりやホームページなどを通して学
校情報を発信している」の回答９０％以
上

・学校だよりは月１回以上発行することができた。
・ホームページで機会あるごとに学校の様子を知らせる
ことができた。
・保護者アンケート結果は９７％である。

・今後も積極的に学校の情報を発信
していく。

・学校運営協議会と連携し、教育
活動を進める。

・学校運営協議会委員と職員との交流の
場を設け、課題解決に務める。

・交流の場を設けることで、九九学習等において、取り
組みを進めることができた。

・地域と合同でパトロールを実施。 ・夏と冬の地域一斉パトロールへの参加 ・夏と冬に計画的に参加することができた。

・参観日、懇談、オープンスクール
の実施。

・保護者アンケートにおいて「学校は、保
護者の願いに応えている。」との回答が
90％以上

・保護者アンケート９８％である。参観日、懇談、オープ
ンスクールは計画的に行うことができた。

・今後も行事、参観、懇談、オープン
スクールなどを通して、学校の様子を
定期的に見てもらう。

・火災、水害、地震の避難訓練と
不審者対応の訓練を行う。

・学級指導、全校訓練を実施する ・計画的に訓練を実施し、反省を共有して次に繋げてい
くことができた。

・継続して防災教育に力をいれて、計
画的に訓練を実施いていく。

・安全点検を行い、校内の危険場
所の把握と整備を行う。

・保護者アンケートの「学校は、学習の場
として子どもが活動しやすい環境が整っ
ている」の結果が90％以上

・保護者アンケート結果は９９％で、毎月の安全点検も
定期的に行うことができた。

・今後も定期点検を継続し、安全な環
境を維持していく。

・警察、自転車教室、CAP等学年
の系統性を持って安全指導をす
る。

・１年、３年、４年生で実施 ・計画的に実施された。 ・学年に応じたプログラムを継続して
いく。

・働き方改革として、定時退勤日を
実施する。

・週に一度『定時退勤日・ノー会議デー』
を実施する。

・設定はされているが、退勤時間１６：４５を守って退勤し
ているかというと現状は厳しい。

・働き方改革について、職員全体で考
え、意識していく必要がある。

・児童の実態を把握
し、関連機関との連
携を密にとる。

令和６年度(2024年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立池尻小学校】                                                                                               

教育目標 『すべての子どもを幸せに』～自尊感情を高め、自立してたくましく生きる児童の育成～

重点目標
・家庭学習及び読書習慣の推進   ・ICTを活用した授業改善及び情報モラル教育の推進   ・児童の体力向上の推進
・不登校傾向の児童や保護者への支援体制の充実   ・地域と学校の連携・協働体制の構築

施策目標
基本施策

B

B

A

・基礎基本の定着のために、家庭学
習の取組を継続して欲しい。
・家庭学習や読書など児童の自主性
が求められる項目について、目標達
成は難しく、家庭との連携がより求め
られると思われる。
・宿題をやりきることはできている様
子。宿題の他に自主学習に取り組ん
で、目標時間の学習ができるように家
庭でも声をかけていきたい。

・これまでのよい点を生かしながら、
ICT機器の効果的な指導につなげて
いただきたい。
・アプリ等を利用し、よくICT機器を活
用している。
・タブレットを使用した学習はとても充
実していると感じる。発表する際にタ
ブレットで資料を作るなど、上手にで
きていると思う。

･不登校対策に関しては､今後も幼稚
園や関係機関と共有しながら進めて
いただきたい。
・学校内では、外部の者に対しても挨
拶をすることにより、一体感が生まれ
不登校児童も減るのではないだろう
か。
・不登校対策についての取組は効果
的で一定の成果はあがっている。
・学級力アンケートにとても興味を
持った。自分たちでどうしたらクラスが
良くなるのか考えられると良いと思う。
・家庭でのゲーム、スマホ、タブレット
に対するルール作りは正直なところ
大変である。

・健やかな体づくりについては、特に
低年齢からの取組が重要だと感じ
る。
・体力の低下は、業間を利用したイベ
ント（体力作りの）等も考えたい。
・コロナ前は給食後に歯磨きを行って
いた。以前のように歯磨きを取り入れ
て欲しい。

・今後も幼小連携を図りながら進めて
いって欲しい。
・キャリアパスポートで自分のことを評
価するのは良いことだと思う。自己肯
定につながる。

教育相談・支援体制の充実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実

学校関係者評価総括
今年度の取組について、概ね目標を達成している。今年度の反省をもとに、より取り組みを進めていって欲しい。

次年度に向けた重点的な改善点
○家庭学習の習慣を身に付けさせる。
○学級力向上プロジェクトにより、誰もが楽しいと感じる学級づくりに取り組む。
○ICT等を活用しながら、より子どもたちにとって分かりやすく魅力のある授業づくりに取り組む。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った
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「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携

新しい時代に対応し
た教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組
織的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動
の推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

・基礎的基本的な
知識技能を習得さ
せる。

・わかる授業をする
ことにより学習意欲
を向上させ、達成感
を味わわせる。

・情報機器を活用し
た授業に取り組む。

・問題行動に対する
指導体制を充実さ
せる。

・いじめの未然防
止、早期発見、早期
対応に取り組む。

・児童の体力の向
上を図る。

・食生活に関心を持
ち、健康に生活しよ
うとする児童を育成
する。

B

B

特別支援教育の推進

・特別支援教育の充実

教職員の資質向上

・研修等の充実

学校を支える組織体制の
整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

安全・安心な教育環境の充
実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推
進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進

・避難訓練や安全
教育を実施する。

・教育環境の整備を
行う。

・個に応じた支援計
画を立て適切に実
施する。

・授業力の向上と授
業改善をめざして校
内研修会を実施す
る。

・積極的に学校情
報を発信する。

・学校運営協議会
の活動を充実させ
る。

・今後も幼小連携の推進を図って行
かれることを期待する。
・学校をあげて地域活動への参加を
進めてはどうだろうか。
・学校運営協議会として、この数年い
ろいろと活動できている。

・概ね目標は達成されている。働き方
改革は非常に困難な取組であるが、
職場での情報共有を密にすることが
一助になると思う。
・災害や不審者への対応は、備えが
大切。日頃から訓練をお願いしたい。
・教職員の方々にはとても感謝してい
ます。

・継続して、学校運営協議会、家庭・
地域との連携をはかっていく。

・今後も継続して、研修・会議・委員会
など連携を密にして進めていく。

A

A

A
・他の先生の授業を見に行く機会を増
やし、授業力向上に努める。

B

・今後も幼小連携を図りながら進めて
いって欲しい。

・クラスのドアが常に開かれており、
子どもたちがしっとりと学ぼうとする姿
が見られる。先生方の日頃の努力の
賜物だと感じる。
・わかりやすく魅力的な授業は学力向
上につながる。


